
費
用
（
屋
外
の
み
）。

工
事
す
る
排
水
設
備
指
定
工
事
店
が
安

芸
高
田
市
内
の
場
合
は
補
助
金
５
万
円
、

市
外
の
場
合
は
補
助
金
３
万
円
。

補
助
の
要
件
や
、
申
請
に
必
要
な
書
類

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
上
下
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※

本
補
助
金
は
、
今
年
度
限
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

付
加
年
金
と
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料

に
追
加
で
付
加
保
険
料（
一
律
４
０
０
円
）

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、 
将
来
的

に
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
年
金
で
す
。

付
加
年
金
受
給
額
は
〈
２
０
０
円×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
〉
の
式
で
計
算
さ

れ
、
２
年
間
受
給
す
る
と
納
付
し
た
付
加
保

険
料
総
額
と
同
額
に
な
り
元
金
が
か
え
っ
て

き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、

40
年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ

せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
が
、
物

価
の
上
下
に
対
応
し
た
「
物
価
ス
ラ
イ
ド

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
、「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。
　

市
内
で
は
、
公
益
社
団
法
人
高
田
白
木

法
人
会
ほ
か
の
共
催
に
よ
り
、
小
学
生
の

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
・
標
語
の
作
品
展

示
や
、
優
秀
作
品
表
彰
式
、
税
金
ク
イ
ズ

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

税
金
の
意
義
や
仕
組
み
な
ど
の
理
解
を

よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

11
月
4
日（
土
）13
時
30
分
〜
11
日（
土
）

14
時
30
分

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

　
11
月
8
日
（
水
）・
9
日
（
木
）

　
10
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
4
階

　
研
修
室
４
０
２

※

申
請
に
は
必
要
書
類
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
広
島
県
最
低

賃
金
が
時
間
額
８
１
８
円
に
変
わ
り
、
県

内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
雇
用
形

態
（
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
等
）、
支
払
形
態
（
月
給･

日
給･

時
間

給
等
）
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
広
島
県
最
低
賃
金
よ
り
も
金

額
の
高
い
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制
度
」（
増
額
や
減
額
）
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
方
、
老
齢
基
礎
年
金
と
一
緒
に

支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
上
げ
支
給
ま
た
は

繰
下
げ
支
給
を
し
た
場
合
に
は
、
本
体
の

老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た

は
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
納
付
時
の
留
意
点

・
納
付
者
は
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ

ま
す
。

・
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
付
加

保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、
国

民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
付

加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん

納
付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休
日
・
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。
付
加
保
険

料
を
納
付
し
て
い
る
方
は
、
い
つ
で
も
任

意
の
と
き
に
申
し
出
て
、
そ
の
納
付
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で

も
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
保
険
医
療
課
医
療
保
険
年
金
係

・
三
次
年
金
事
務
所

分
担
金
22
万
円
を
納
付
し
て
い
た
だ

き
、市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
事
業
で
す
。

た
だ
し
、
設
置
に
伴
う
ト
イ
レ
・
台
所
・

風
呂
や
排
水
管
等
の
新
設
・
改
修
な
ど
は

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。（
左
記
の
「
下

水
道
等
排
水
設
備
設
置
普
及
促
進
補
助

金
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）
浄
化
槽
の

使
用
開
始
後
は
使
用
料
を
い
た
だ
き
、
市

が
浄
化
槽
を
管
理
し
ま
す
。

下
水
道
等
の
集
合
処
理
区
域
以
外
で
、

平
成
30
年
３
月
16
日
ま
で
に
５
人
〜
12
人

槽
の
浄
化
槽
を
設
置
で
き
る
方
。

平
成
29
年
12
月
25
日

※

設
置
予
定
基
数
１
０
０
基
に
な
り
次
第

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

　
市
が
整
備
し
た
下
水
道
の
公
共
ま

す
、
又
は
浄
化
槽
へ
新
た
に
排
水
管
を
接

続
す
る
工
事
（
新
規
加
入
）
を
行
う
方
で
、

工
事
に
係
る
排
水
管
や
排
水
ま
す
の
設
置

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
付
加
年
金

農
業
用
軽
油
免
税
証

交
付
申
請
の
受
付

税
を
考
え
る
週
間

広
島
県
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

市
設
置
型
浄
化
槽

（
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
）

下
水
道
等
接
続
補
助
金（
下
水
道

等
排
水
設
備
設
置
普
及
促
進
補
助
金
）

対
象

対
象

補
助
金
額

申
込
期
限

お
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

☎
47

－

１
２
０
４
　
　
47

－

１
２
０
６

上
下
水
道
課
　
下
水
道
係

☎
47

－

１
２
０
４
　
　
47

－

１
２
０
６

吉
田
税
務
署

☎
42

－

０
０
０
８
　

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

－

62

－

３
１
０
７

三
次
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
２
４

－

62

－

２
１
０
４

広
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
２

－
２
２
１

－

９
２
４
４

広
島
県
西
部
県
税
事
務
所
個
人
課
税
課

☎
０
８
２

－

５
１
３

－

５
３
６
６

日
時

場
所

今年のテーマは
「
く
ら
し
を

　
　支
え
る
税
」

日
時

場
所

９月１日、三江線沿線６市町の首長や広島・島根両県、中国運輸局長等で構成
される三江線代替交通確保調整協議会（地元協議会）は、沿線住民との意見交換
を踏まえた代替バス等の運行計画案を承認しました。この結果、来年４月１日から
運行するバス等のルート、運行主体、運行形態等が決定しました。

・詳細なダイヤは、通院や通学等の利用実態に配慮し設定していきます。 
・バス停の位置は、現行の三江線駅（式敷駅・信木駅・所木駅・船佐駅）付近と乙木橋に設置するほか、式

敷駅から乙木橋までの間はどこでも乗降可能なフリー区間とします。運賃については、対岸の 375 号ルートとの
整合性を図りながら決定していきます。

・三次中央病院の乗り入れについては、関係機関と協議を行っています。

三次市

安芸高田市

国
道
375
号

国
道
54
号

県道112号

三
江
線

香
淀
駅

芸
備
線

三江線代替交通運行計画

県道 112 号 式敷駅～三次駅ルート
（本市を走行）

運行主体／織田産業（株）・芸北タクシー
運行車両／ 14人乗りワゴン

民間２事業社が１日５往復運行

式
敷
駅
発

三
次
駅
着

発時刻目安 着時刻目安
6 時 50 分頃
8 時 40 分頃

11 時 20 分頃
16 時 00 分頃
18 時 20 分頃

7 時 30 分頃
9 時 20 分頃

12 時 00 分頃
16 時 40 分頃
19 時 00 分頃

三
次
駅
発

式
敷
駅
着

発時刻目安 着時刻目安
10 時 00 分頃
13 時 00 分頃
15 時 00 分頃
17 時 30 分頃
19 時 40 分頃

10 時 40 分頃
13 時 40 分頃
15 時 40 分頃
18 時 10 分頃
20 時 20 分頃

■時刻表　 ※午後の便については、時刻調整中

江の川江の川

三江線代替交通運行計画が承認されました

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

政策企画課　企画調整係　☎42-5612

粟
屋
駅

長
谷
駅

船
佐
駅

所
木
駅

所
木
駅

信
木
駅

信
木
駅

式
敷
駅

式
敷
駅

国道 375 号ルート
三次市が１日５往復運行

三次駅乙
木
橋

乙
木
橋

1213 広報 あきたかた 平成29年11月号広報 あきたかた 平成29年11月号




